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公
益
社
団
法
人
石
巻
法
人
会
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
素
か
ら
税
務
行
政
全
般
に
わ

た
り
、
深
い
ご
理
解
と
格
別
の
ご
協
力
を

賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
仙
台
国

税
局
徴
収
部
特
別
国
税
徴
収
官
か
ら
石
巻

税
務
署
長
を
拝
命
し
ま
し
た
石
本
で
ご
ざ

い
ま
す
。
前
任
の
佐
藤
同
様
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
昭
和
21
年

11
月
に
全
国
で
初
め
て
創
設
さ
れ
た
法
人

会
と
し
て
、
研
修
会
等
を
通
じ
た
正
し
い

税
知
識
の
普
及
と
納
税
意
識
の
高
揚
の
み

な
ら
ず
、
社
会
貢
献
事
業
に
よ
る
地
域
社

会
の
発
展
に
も
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
る

と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て

貴
会
の
活
動
が
制
限
さ
れ
る
中
で
、
租
税

教
室
へ
の
講
師
派
遣
や
「
税
に
関
す
る
絵

は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
実
施
と
い
っ
た

租
税
教
育
活
動
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
役
員
の
皆
様
や
会
員

の
皆
様
の
日
頃
か
ら
の
ご
尽
力
の
賜
物
で

あ
り
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も

に
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。　

　

さ
て
、
令
和
５
年
10
月
に
お
け
る
消
費

税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
開
始
ま
で
一
年

を
切
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
も
法
人
会
の

皆
様
に
は
、
税
務
署
と
連
携
し
た
説
明
会

の
開
催
、
会
報
誌
へ
の
制
度
案
内
文
の
掲

載
な
ど
、
周
知
・
広
報
に
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

石
巻
税
務
署
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
へ
の
対
応
が
必
要
と
な
る

事
業
者
の
皆
様
の
準
備
が
円
滑
に
進
む
よ

う
、
周
知
・
広
報
や
説
明
会
の
開
催
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
登
録
申
請

の
原
則
的
な
提
出
期
限
で
あ
る
令
和
５
年

３
月
が
近
づ
き
ま
す
と
、
個
人
事
業
者
の

確
定
申
告
の
時
期
と
重
な
る
こ
と
、
申
請

が
集
中
す
る
こ
と
か
ら
、
登
録
ま
で
に
お

時
間
が
か
か
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

登
録
を
予
定
さ
れ
て
い
る
事
業
者
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
登
録
後
に
制
度

開
始
へ
向
け
た
準
備
が
必
要
と
な
る
こ
と

か
ら
、
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
を
通
じ
て
早
め
の
申

請
を
お
勧
め
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
税
庁
で
は
、
納
税
者
の
利
便

性
向
上
と
現
金
管
理
に
伴
う
コ
ス
ト
縮
減

の
観
点
の
ほ
か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
も
、
非

対
面
の
納
付
手
段
で
あ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
納
付
の
利
用
促
進
を
図
っ
て
お
り
、
令

和
７
年
度
末
ま
で
に
国
税
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
納
付
割
合
を
４
割
と
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
お
り
ま
す
。

　

法
人
会
の
皆
様
に
は
、
こ
れ
ま
で
も
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
の
周
知
・
広
報
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
て
、
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
に
つ
き
ま
し
て

は
、法
人
に
お
い
て
は
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
、

個
人
の
方
に
は
振
替
納
税
の
ご
利
用
を
特

に
推
奨
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ま
だ
ご
利

用
い
た
だ
い
て
い
な
い
皆
様
に
は
、是
非
、

早
期
の
ご
利
用
を
ご
検
討
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
ま
し
て
、
公
益
社
団
法

人
石
巻
法
人
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
会
員

の
皆
様
方
の
ご
健
勝
並
び
に
事
業
の
ご
繁

栄
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
着
任

の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

着
任
の
あ
い
さ
つ

石
巻
税
務
署
長　

石
　
本
　
峰
　
男

石巻税務署幹部職員人事異動
官　職　名 氏　　名 前　官　職

署　　長 石　本　峰　男 仙台国税局徴収部　特別国税徴収官
総務課長 小　西　　　剛 横手税務署　総務課長
管理運営部門 統括国税徴収官 佐々木　　　真 （留任）
徴収部門 統括国税徴収官 酒　井　敦　志 税務大学校仙台研修所　教育官
個人課税第一部門 統括国税調査官 原　田　浩　俊 気仙沼税務署　個人課税部門 統括国税調査官
個人課税第二部門 統括国税調査官 山　中　竜　二 （留任）
法人課税第一部門 統括国税調査官 蒲　野　正　樹 （留任）
法人課税第二部門 統括国税調査官 旭　　　小百合 仙台北税務署　法人特官部門 連絡調整官
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事 業
報 告

日　付　令和４年７月22日㈮
会　場　石巻税務署

管
理
職
の
た
め
の

基
礎
力
強
化
セ
ミ
ナ
ー

林
家
た
い
平
氏
講
演
会

移
動
検
診
車
に
よ
る

定
期
健
康
診
断

簿
記
実
務
講
座（
全
６
回
）

河
南
桃
生
支
部
主
催

「
楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
観
戦
バ
ス
ツ
ア
ー
」

石
巻
税
務
署
へ
の

表
敬
訪
問

本部会

本部会

本部会

本部会

本部会

本部会

日　時　令和４年８月９日㈫
会　場　石巻グランドホテル
講　師　グローアップ教育センター

代表　西澤 浩二 氏

日　付　令和４年８月29日㈪
会　場　石巻グランドホテル
演　題　「笑顔のもとに笑顔が集まる」
講　師　落語家　林家 たい平 氏

日　付　令和４年９月10日㈯
会　場　石巻ルネッサンス館
担当医療機関　医療法人社団進興会
　　　　　　　せんだい総合検診クリニック

日　付　令和４年９月22日㈭～ 10月18日㈫
会　場　石巻市かわまち交流センター
講　師　東北税理士会石巻支部

支部長　鶴田 勇治 氏

日　付　令和４年８月20日㈯
会　場　楽天生命パーク宮城

日　付　令和４年９月27日㈫
会　場　石巻市かわまち交流センター
講　師　石巻税務署法人課税第一部門

上席調査官　浅野 昭二 氏
　　　　石巻税務署法人課税第一部門

上席調査官　中村 寿幸 氏

石
巻
支
部

税
務
研
修
会

本部会

令和4年7月

～

令和4年11月
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日　付　令和４年10月13日㈭
会　場　松島チサンカントリークラブ

日　付　令和４年11月９日㈬
会　場　石巻グランドホテル
講　師　ホームページコンサルタント永友事務所

代表　永友 一朗 氏

日　付　令和４年８月６日㈯
会　場　石巻駅周辺

日　付　令和４年10月23日㈰・24日㈪
会　場　福島県会津方面

日　付　令和４年８月31日㈬
会　場　石巻ルネッサンス館
演　題　「国際徴収への取組」
講　師　石巻税務署　署長　石本　峰男 氏

日　付　令和４年10月13日㈭
会　場　幕張メッセイベントホール
講演会　演題「女性がテレビで働くということ」
講　師　キャスター・ジャーナリスト　安藤 優子 氏

日　付　令和４年10月13日㈭～ 11月14日㈪
会　場　石巻商工会議所
講　師　社会保険労務士　木村 大輔 氏
　　　　社会保険労務士　今野 道夫 氏
　　　　社会保険労務士　小野寺 康広 氏
　　　　社会保険労務士　今野 将克 氏
　　　　社会保険労務士　豊巻 八重 氏
　　　　社会保険労務士　髙橋　崇 氏
　　　　社会保険労務士　平間 正喜 氏
　　　　社会保険労務士　高階 正裕 氏

第
39
回
石
巻
法
人
会

親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た

集
客・売
上
UP
」セ
ミ
ナ
ー

い
ち
ご
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

２
０
２
２
夏
う
ち
わ
配
布

秋
の
会
員
親
睦
視
察
会

税
務
研
修
会

「
学
ぼ
う
！
税
の
あ
れ
こ
れ
」

第
38
回
全
国
大
会

「
千
葉
大
会
」

総
務
管
理
講
座（
全
10
回
）

女性部会

女性部会

女性部会

本部会本部会

本部会

本部会
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日　付　令和４年７月５日㈫
会　場　石巻市立中津山第一小学校
講　師　副部会長　髙橋　一 氏

日　付　令和４年７月15日㈮
会　場　東松島市立大曲小学校
講　師　顧問　加納　茂信 氏

日　付　令和４年７月８日㈮
会　場　石巻市立前谷地小学校
講　師　副部会長　雁部　伸浩 氏

日　付　令和４年９月６日㈫
会　場　石巻市立雄勝小学校
講　師　部会員　佐藤 大介 氏

日　付　令和４年７月14日㈭
会　場　石巻市立前谷地小学校
講　師　幹事　岩倉　準 氏

日　付　令和４年11月14日㈪
会　場　石巻市立鹿又小学校
講　師　部会員　今野 将克 氏

租
税
教
室（
５
校
目
）

租
税
教
室（
８
校
目
）

租
税
教
室（
６
校
目
）

租
税
教
室（
９
校
目
）

租
税
教
室（
７
校
目
）

租
税
教
室（
10
校
目
）

青年部会

青年部会

青年部会青年部会

青年部会青年部会

日　付　令和４年11月５日㈯
会　場　イオンモール石巻

日　付　令和４年７月22日㈮
会　場　女川原子力発電所PRセンターほか

税
を
考
え
る
週
間
イ
ベ
ン
ト

「
税
は
み
ん
な
の
応
援
団
！
」

女
川
原
発
視
察
研
修
会

女性部会

青年部会



本 

間  

英 

一

本 

間  

英 

一

石
巻
千
石
船
の
会

石
巻
千
石
船
の
会

副
会
長

副
会
長

千
石
船
の
遭
難

石
巻
湊
隆
盛
の
礎 

❺
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石
巻
湊
は
仙
台
藩
の
買
米
を
江
戸
ま
で
運
ぶ
こ

と
で
繁
栄
し
た
町
で
し
た
。
そ
の
米
を
運
ぶ
役
割

を
担
っ
た
の
が
千
石
船
だ
っ
た
の
で
す
。
江
戸
ま

で
は
海
上
輸
送
で
し
た
が
、
こ
の
時
代
は
現
在
と

違
っ
て
気
象
情
報
な
ど
は
無
く
、
石
巻
湊
繁
栄
の

陰
に
は
船
の
遭
難
と
い
う
多
大
な
犠
牲
が
あ
り
ま

し
た
。
今
回
は
石
巻
千
石
船
の
遭
難
に
つ
い
て
記

し
ま
す
。

　

江
戸
時
代
、
当
地
方
の
海
難
事
故
は
二
四
〇
年

間
の
間
に
一
七
一
件
あ
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま

す
。（
石
巻
の
歴
史
第
四
巻
）し
か
し
、
こ
の
他
に

も
記
録
さ
れ
て
い
な
い
海
難
事
故
も
数
多
く
あ
っ

た
よ
う
で
す
。
石
巻
か
ら
江
戸
ま
で
の
航
路
は
ほ

ぼ
沿
岸
航
法
だ
っ
た
の
で
、
遭
難
す
る
場
合
は
沖

に
流
さ
れ
る
か
、
沿
岸
に
打
ち
上
げ
ら
れ
て
破
船

す
る
事
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
千
石
船
の
遭
難

は
、
新
米
を
江
戸
へ
運
ぶ
冬
場
の
遭
難
が
多
か
っ

た
の
で
す
。
北
西
の
季
節
風
で
沖
合
に
流
さ
れ
、

そ
の
ま
ま
行
方
不
明
に
な
る
か
、
海
外
ま
で
漂
流

す
る
船
が
あ
り
ま
し
た
。
石
巻
地
方
の
千
石
船
で

海
外
へ
漂
着
し
た
船
は
五
例
あ
り
ま
す
。「
最
吉

丸
」安
永
三
年（
１
７
７
４
）十
一
月
遭
難
・
中
国

へ
漂
着
、「
永
福
丸
」安
永
三
年（
１
７
７
４
）十
一

月
遭
難
・
中
国
へ
漂
着
、「
若
宮
丸
」寛
政
五
年

（
１
７
９
３
）十
一
月
遭
難
・
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
列

島
へ
漂
着
、「
大
乗
丸
」寛
政
六
年（
１
７
９
４
）

九
月
遭
難
・
ベ
ト
ナ
ム
へ
漂
着
、「
観
音
丸
」天
保

一
二
年（
１
８
４
１
）一
〇
月
遭
難
・
フ
ィ
リ
ッ
ピ

ン
の
サ
マ
ル
島
へ
漂
着
で
す
。
い
ず
れ
も
冬
場
の

遭
難
で
し
た
。

　

次
に
行
方
不
明
に
な
っ
た
記
事
を
ご
紹
介
し
ま

す
。我
が
家
の
襖
の
下
張
り
か
ら
発
見
さ
れ
た「
武

山
家
文
書
」に
、
我
が
家
の
ご
先
祖
の
船
が
行
方

不
明
に
な
っ
た
記
事
が
あ
り
ま
す
。

享
和
三
年
二
月　

門
脇
六
右
衛
門
船
頭
卯
右
衛

門　

御
用
穀
等
積
登　

須
野
崎
沖
よ
り
吹
き
流

候
処　

右
時
節
よ
り
壱
ヶ
年
程
も
相
過
候
ハ
ゝ

　

行
衛
相
知
不
申
段　

御
披
露
達
申
上　

三
ヶ

年
程
も
相
過
候
ハ
　ゝ

弥
以
無
行
衛
に
而
相
知

不
申
候
間
減
船
に
被
成
下
度　

願
可
申
上
候
事

　

右
相
済
候
ハ
ゝ
代
船
作
立
之
儀
は
宜
候

　

こ
れ
は
、武
山
屋
の
船
が
享
和
三
年（
１
８
０
２

）二
月
に
御
用
穀
を
積
ん
で
江
戸
へ
向
う
途
中
に

須
野
崎（
洲
崎
か
）沖
で
吹
き
流
さ
れ
て
行
方
不
明

に
な
っ
た
も
の
で
す
。
こ
の
他
に
は
、
文
政
四
年

（
１
８
２
１
）湊
彦
蔵
所
持
の
船
が
行
方
不
明
、
文

政
一
〇
年（
１
８
２
７
）石
巻
清
蔵
船
頭
善
治
乗
御

穀
二
六
〇
〇
俵
を
積
ん
で
石
巻
を
出
帆
し
行
方
不

明
、文
政
一
一
年
吉
兵
衛
船
頭
徳
蔵
乗
行
方
不
明
、

文
政
一
二
年
門
脇
忠
左
衛
門
船
頭
茂
左
衛
門
乗
浦

賀
を
出
帆
後
行
方
不
明
、
行
方
不
明
の
船
は
数
十

隻
あ
り
そ
う
で
す
。

　

荒
天
で
沿
岸
に
打
ち
上
げ
ら
れ
、
遭
難
し
た
記

事
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。
江
戸
ま
で
の
寄
港
地
に

は
、
石
巻
の
千
石
船
が
遭
難
し
て
溺
死
し
た
乗
組

員
の
墓
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
潟（
茨
城
県
）の
海
徳
寺
に
は
安
永
六
年

（
１
７
７
７
）遭
難
し
て
亡
く
な
っ
た
石
巻
吉
祥
丸

乗
組
員
の
墓
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
吉
祥
丸
は
打

ち
上
げ
ら
れ
て
破
船
し
、
四
名
が
溺
死
し
た
も
の

と
推
測
さ
れ
ま
す
。
墓
石
に
は
次
の
よ
う
に
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。（
大
和
田
保
氏
の
調
査
）

賛
□
□　

俗
名　

甚
三
郎　

仙
台
石
牧　

俗
名　

千
四
郎　

寛
水
信
士　

宝
池
□
海
信
士

□
海
信
士　

暖
□
浄
波
信
士　

安
永
六
年
丁
酉
六
月
二
三
日　

仙
台
石
巻
浦
町　

吉
祥
丸
船
頭
仙
蔵
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次
に
、
石
巻
商
工
会
議
所
会
頭
青
木
八
洲
氏
の

ご
先
祖
が
遭
難
し
て
亡
く
な
り
銚
子
の
お
寺
に

お
墓
が
建
立
さ
れ
た
こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。
青

木
氏
の
ご
先
祖
は
、
元
禄
年
間（
１
６
８
８
～

１
７
０
３
）に
は
分
浜
の
肝
入
を
勤
め
て
い
た
分

限
者
で
す
。
宝
暦
年
間（
１
７
５
１
～
）に
は
千
石

船
を
所
有
し
、
塩
鰹
、
昆
布
な
ど
海
産
物
を
江

戸
方
面
に
運
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。
青
木
家
文

書
に
は
所
有
船
が
遭
難
し
て
沖
縄
に
漂
着
し
た

記
録
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
松
平
陸
奥
守
様

御
領
奥
州
仙
台
分
浜
之
船
、
船
頭
甚
四
郎
、
乗
組

員
九
人
の
船
が
流
さ
れ
た
記
録
で
す
。
寛
延
三

年（
１
７
５
０
）一
一
月
一
五
日
に
商
売
の
た
め

塩
鰹
、
昆
布
、
た
こ
を
積
み
国
許
を
出
帆
し
、
同

二
六
日
に
大
風
の
た
め
漂
流
し
ま
し
た
。
翌
年
一

月
六
日
に
沖
縄
の
名
護
付
近
に
漂
着
し
、
同
二
二

日
に
那
覇
に
回
航
し
て
い
ま
す
。
こ
の
船
は
古
船

だ
っ
た
の
で
当
地
で
売
り
払
い
、
乗
組
員
は
便
船

で
帰
国
し
ま
し
た
。
遭
難
の
概
要
を
記
述
し
た
灘

手
形
は
寛
延
四
年（
１
７
５
１
）六
月
一
八
日
に

出
さ
れ
て
い
ま
す
。
船
名
は
分
か
り
ま
せ
ん
が

百
九
十
石
の
小
型
の
船
で
し
た
。

　

次
に
、
文
久
二
年（
１
８
６
２
）五
月
七
日
に
泰

寿
丸
が
銚
子
沖
で
遭
難
し
、
七
名
が
亡
く
な
り
銚

子
の
寺
に
墓
が
建
立
さ
れ
た
事
例
を
あ
げ
ま
す
。

こ
れ
は
長
年
千
石
船
の
漂
流
に
つ
い
て
調
査
研
究

し
て
い
る
小
林
郁か

お
る

氏
の
調
査
に
よ
っ
て
判
明
し

ま
し
た
。
同
氏
は
こ
れ
ま
で「
鳥
島
漂
着
物
語
」、

「
松
栄
丸
広
東
漂
流
物
語
」な
ど
を
刊
行
し
て
い
ま

す
。
以
下
の
記
事
は
小
林
氏
の
御
厚
意
で
記
事
と

お
墓
の
写
真
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

泰
寿
丸
の「
造
船
入
料
覚
帳
」に
よ
る
と
、
嘉
永

二
年（
１
８
４
９
）建
造
で
、建
造
費
は
二
七
八
両
、

大
き
さ
は
五
百
石
程
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

　

運
航
の
記
録「
泰
寿
丸
運
賃
覚
帳
」に
は
三
十
五

回
に
及
ぶ
航
海
の
収
支
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

青
木
家
文
書
に
は「
五
月
七
日
夜
、
主
人
甚
四
郎

荷
物
積
込
候
五
百
石
積
の
船
、
常
州
銚
子
湊
沖
合

に
て
難
風
に
出
合
悉
く
破
船
致
し
、
既
に
船
頭
清

吉
並
私
倅
千
代
吉
並
に
水
取
五
人
、
都
合
七
人
水

死
」と
あ
り
ま
す
。（
雄
勝
町
史
）

（
写
真
右
は
船
頭
清
吉
・
左
は
千
代
吉
の
墓
）

　

墓
石
が
あ
る
の
は
銚
子
市
の
威
徳
寺
で
、
こ
の

寺
に
は
清
国
の
漂
流
民
二
名
の
墓
や
日
本
各
地
の

乗
組
員
の
墓
も
あ
り
ま
す
。
小
林
氏
は
こ
の
中

か
ら
泰
寿
丸
乗
組
員
の
墓
を
二
基
発
見
し
た
の
で

す
。
一
基
は
船
頭
と
水
主
一
名
の
名
が
刻
ま
れ
た

も
の
で
す
。

深
惠
自
證
信
士　

文
久
二
年
戌
年　

五
月
七
日

仙
臺
分
濱
青
木
屋
甚
四
良
船　

泰
壽
丸
船
頭

仙
臺
名
振
濱　

清
吉

平
等
信
士　

同
水
主　

仙
臺
水
濱　

平
蔵

　

青
木
家
江
戸
支
配
人
与
四
郎
の
息
子
千
代
吉
の

墓
は
正
面
の
文
字
は
風
化
し
て
不
明
で
す
が
左
側

面
に
は
次
の
よ
う
に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

泰
壽
丸　

仙
臺
分
濱
千
代
吉　

宿
佐
次
兵
エ

　

与
四
郎
は
奉
行
所
へ
銚
子
に
赴
い
て
海
難
の
後

始
末
を
し
た
い
と
願
い
出
て
い
ま
す
。
泰
寿
丸
は

七
名
の
犠
牲
者
を
出
し
て
い
ま
す
が
、
ほ
か
の
乗

組
員
の
墓
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

石
巻
商
工
会
議
所
会
頭
青
木
家
の
歴
史
に
も
海

難
の
悲
劇
が
あ
っ
た
の
で
す
。
江
戸
期
二
百
四
十

年
間
に
は
石
巻
船
の
遭
難
は
お
そ
ら
く
二
百
件
以

上
、
犠
牲
者
は
千
五
百
人
以
上
に
上
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
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お勧めのキャッシュレス納付はこちら！お勧めのキャッシュレス納付はこちら！
◦金融機関や税務署の窓口に行かなくても非対面でＯＫ
◦待ち時間なし
◦時間を問わない
（e-Tax の利用時間及び金融機関システムの稼働時間等によっては利用できない時間帯があります）

仙台国税局

ダ　イ　レ　ク　ト
納　　付

インターネット
バンキング  等

ク レ ジ ッ ト
カ ー ド 納 付

e-Taxを操作して指定した預貯金口座から
振替により納付する手続です。

契約しているインターネット
バンキング等から納付する手
続です。

「国税クレジットカードお支
払いサイト」から納付する手
続です。

手 数 料 を か け ず に
納 付 し た い

インターネットバンキング
を利用して納付したい

e-Tax を 利 用 し て い る
（ 又 は 今 後 利 用 し た い ）振 替 納 税

納税者ご自身名義の預貯金
口座からの口座引落としに
より、納付する手続です。

納付は申告所得税または消費税のみ

振替以外を利用したい

個 人 の 方 法 人 の 方

手 数 料 不 要

毎月の源泉所得税など頻繁に納付
手続される方には特にオススメ ! ！

はい

はい はい

はい

いいえ

いいえ

いいえいいえ

それではスタート

まずはキャッシュレス納付のメリットから

国税を納付される皆様へ～最適な納付手段へチャレンジ！

R03.10
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和酒を
めぐる

東京都・東京港醸造（株式会社 若松）

東京都心の小さなビルで醸す
オール江戸・東京の酒

和酒探訪家　池田  一郎

　現在、東京23区内には酒蔵がいくつあるかご存じでしょうか？　答えは１つ。それも平成23
（2011）年に百年の時を経てよみがえった酒蔵です。その名は東京港醸造。場所は港区芝、お
酒の名前は「江戸開城」と聞けば、さらに興味を引かれないでしょうか。
　その前身は、江戸時代から続いた造り酒屋「若松屋」。かつて一帯には薩摩藩邸があり、若
松屋は薩摩藩の出入り商人だったといいます。酒蔵には奥座敷があり、直接東京湾に通じる水
路がありました。密会には格好の立地だったため、西郷隆盛や勝海舟ら多くの要人が頻繁に訪
れ、「江戸無血開城」密談の場だったとも言われているそうです。
　酒蔵が幕を閉じたのは明治42（1909）年。酒蔵を復活させた齊藤俊一さんは、若松屋７代目当
主にあたります。そして平成18（2006）年、現杜氏、東京港醸造株式会社社長でもある寺澤善実
さんとの出会いが、再興をと考えていた齊藤さんの思いを実現に向かわせます。当時、寺澤さ
んは京都の大手酒造会社の社員として、同社がお台場に出店していたレストランに併設された
15坪の小さな酒蔵、台場醸造所で醸造責任者を務めていました。そこに齊藤さんが「東京のビ
ルで酒造りができないか」と持ちかけたのが始まりでした。
　実際、東京港醸造がユニークなのは、都心のコンパクトな４階建てビル内で小規模な酒蔵と
して日本酒が造られていることにもあります。酒蔵としての面積は、わずか22坪。そこには確
かな技術とともに、既存の慣習に縛られない寺澤さんならではの工夫やアイデアがたくさん詰
まっています。お酒は基本、純米吟醸原酒。貯蔵タンクはなく、朝絞った日本酒をそのまま瓶
に詰めるゆえのフレッシュさもあります。通年醸造で、１週間に１タンク、一升瓶で約300本
分を次々に仕込んでいく。そのため「少量高品質」を念頭に、さまざまなトライをすることが
可能となります。
　たとえば、「せっかく東京の酒なので」と寺澤さんが語る『江戸開城 All Edo』や『江戸開
城 ALL Tokyo』という地産地消のお酒。使用するのは東京産の酵母として明治31（1898）年に
発見されて純粋培養されていた「yedo（えど）酵母」と、日比谷公園にいた蜂から採取された
「tokyo酵母」。そして食米である東京のお米と東京の水を使い端正に醸されています。
　寺澤さんが目指すのは「さわりなく飲め、味わいのあるお酒」。ひと口目のインパクトは特
別でなくとも、飲み終わったときに余韻が残り、翌朝ふっと思い出すような味わいだといいま
す。蔵の物語を思い浮かべつつ、一度味わってみてはいかがでしょう。

【筆者紹介】
池田一郎（いけだ・いちろう）　編集者・ライター。和酒については、日本酒や焼酎から泡盛、ワイン、
ビール、ウイスキーまで…ジャンルや飲み方を問わず愛好。蔵元やブリュワリーめぐりを楽しんでいる。
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※当会ホームページからも、行事予定がご覧いただけます。
※新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、予定が変更になる場合がございます。

※上の絵と下の絵には相違点が７か所
あります。見つかりますかな？

　（答えは16ページにあります）

http://www.i-houjinkai.jp

　
正
会
員
入
会

㈲
佐
藤
建
材
運
輸〔
運
送
業
〕	

代
表
取
締
役　

佐
藤　

忠
義　

石
巻
市
北
村
字
久
米
田
79
番
地
７

㈱
Ｏ
ｎ
ｅ 

Ｒ
ｏ
ａ
ｄ〔
解
体
工
事
業
〕	

代
表
取
締
役　

熊
谷　

一
道　

石
巻
市
東
中
里
三
丁
目
２

－

10 

2F

㈱
み
ら
い
ほ
け
ん
サ
ー
ビ
ス〔
保
険
業
〕	

代
表
取
締
役　

柳
橋　

哲
也　

石
巻
市
大
瓜
字
瀬
戸
山
51
番
地
の
１

㈱
大
橋
鉄
工
所〔
鉄
工
業
〕	

代
表
取
締
役　

大
橋　

康
夫　
石
巻
市
鹿
又
字
嘉
右
衛
門
３
０
６
番
地
の
１

そ
の
他
、掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
２
社
様
に
も
ご
入
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新 
規 

入 

会 

会 

員 

紹 

介
※
入
会
日
の
若
い
順
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す

（
令
和
４
年
7
月
～
令
和
４
年
11
月
）（
敬
称
略
）

行 事 予 定
12月１日 ㈭ 令和４年度年末調整説明会（女川町） 14:00 女川町まちなか交流館
12月２日 ㈮ 県連：第２回事務職員研修会 13:00 仙台青葉ビル
12月６日 ㈫ 女性部会：第４回役員会 14:00 石巻ルネッサンス館
12月７日 ㈬ 第２回事業委員会 11:30 石巻ルネッサンス館
12月13日 ㈫ 県連：第３回総務委員会 15:00 新仙台ビルディング
12月15日 ㈭ 県連：第３回事務局長会議 13:00 新仙台ビルディング
12月21日 ㈬ 県青連：第３回事業活動推進会議 18:30 未定
12月23日 ㈮ 女性部会：フラワーアレンジメントセミナー 14:00 石巻グランドホテル
１ 月 ６ 日 ㈮ 石巻税務署へ新年の表敬訪問 10:00 石巻税務署
１月10日 ㈫ 新春講演会 10:00 石巻グランドホテル
１月19日 ㈭ 県連：新年賀詞交歓会 17:00 江陽グランドホテル
１月24日 ㈫ 県青連：第３回宮城県連青年の集い 未定 いしのまき元気いちば 他
２ 月 １ 日 ㈬ 新設法人説明会（第２回） 14:00 石巻ルネッサンス館
２ 月 ２ 日 ㈭ 法人税務セミナー① 14:00 石巻ルネッサンス館
２ 月 ３ 日 ㈮ 法人税務セミナー② 14:00 石巻ルネッサンス館
２ 月 ７ 日 ㈫ 県女連：第４回部会長会議 12:00 未定
２月10日 ㈮ 県青連：第４回部会長会議 18:30 未定
２月14日 ㈫ 県連：第２回事業委員会 18:30 未定
２月16日 ㈭ 県連：第４回事務局長会議 13:00 新仙台ビルディング
２月17日 ㈮ 県青連：仙台局連部会長サミット 15:00 江陽グランドホテル
２月21日 ㈫ 県連：第３回厚生委員会 15:00 未定
２月22日 ㈬ 県連：第３回組織委員会 15:00 未定
２月27日 ㈪ 県連：第３回税制委員会 15:00 未定
３ 月 ３ 日 ㈮ 県連：第３回広報委員会 15:00 未定
３月14日 ㈫ 県連：第４回総務委員会 15:00 未定
３月16日 ㈭ 第３回総務委員会 12:00 石巻ルネッサンス館

３月24日 ㈮
第３回正副会長会議 11:00 石巻グランドホテル
第３回理事会 12:00 石巻グランドホテル

３月28日 ㈫ 県連：第３回理事会 16:00 未定

▪解答を書いたパズルを切り取るか
またはコピーして、ハガキに貼
り、住所・氏名・連絡先と広報
誌の感想・ご意見などを一言ご
記入いただき、法人会事務局へ
お送り下さい。正解者の中から
抽選でクオカード1,000円分を3
名様へプレゼントいたします。
〆切は１月末日までとさせてい
ただきます。

〒986-0032
　　石巻市開成1－35
　　石巻ルネッサンス館内
　　（公社）石巻法人会  パズル係

《送り先》

【問題】
二重枠に入った数字の合計はいくつでしょう？

パズル・数独
※ルール① ： まだ数字の入っていないマスに、１から９までの数字のどれかをひとつずつ

入れましょう。
　ルール② ： タテの列、ヨコの列、太線で囲まれた３×３のブロックのいずれにも、１から

９までの数字がひとつずつ入るようにします。

6 2 3
5 4 8

3 1 7
6 2

8 7 3 6
7 1
2 9 3

4 6 2
8 1 4

【作者紹介】株式会社ニコリ
　日本初のパズル専門誌「パズル通信ニコ
リ」を発行する出版社。数独・クロスワード
など多種多様なパズルをメディアへ提供する
コンテンツメーカーでもある。スマホアプリ
「スマニコリ」も配信中。

７つの間違い探し
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【間違い探しの答え】　①髭の意休（中上）　②花魁・揚巻の目線（右上）　③入口の窓（右上）　④朝顔仙平のアサガオの柄の向き（中央）
　　　　　　　　　　⑤「三浦屋」と「美浦屋」（右中）　⑥朝顔仙平の影（中下）　⑦ちょうちん（中下）


